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図 1 金属製下肢装具 
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ある必要がある．しかし，強固な固定や矯正が必要な場合，現在でも断面が 4×16 ㎜から 5×18 ㎜程度のジ
ュラルミンの棒材を足形状に塑性加工した装具が主流となっており，重く外観が悪い．一方，炭素繊維強化
熱可塑性プラスチック（CFRTP）は装具材料の条件に合うが，加熱成形時に層間剝離を起こし，大きく機械

















































使用した CFRTP は，3K 平織りのカーボンクロス繊









層（40 ㎜-9）である．また，30 ㎜幅 8 層（30 ㎜
-8）の積層 CFRTP も合わせて作製した．30 ㎜-8 の
プリプレグパッチのずらし幅は，40 ㎜と同様に 10 
㎜とした． 
CFRTP の成形には，各条件で積層したプリプレグ
を，内寸 180×150 ㎜，2 ㎜厚の金属枠（ステンレ
ス製）の中に入れ，ホットプレス（Mini Test Press 
MP-WCH：東洋精機製作所)を用いて 200℃ 1 MPa で 1



















室温   ：23℃ 
湿度   ：50% 
支点間距離：80 ㎜ 












-9 は，メーカー製造の Normal とほぼ同様の結果と
なった．また，40 ㎜-8，40 ㎜-9 に統計的な有意差
は認められなかった．一方で，40 ㎜-7 では，曲げ
弾性率，最大曲げ応力とも 40 ㎜-8，40 ㎜-9 の積
層よりも有意に低くなった． 
また，30 ㎜-8 も，曲げ弾性率，最大曲げ応力と
も 40 ㎜-8，40 ㎜-9 の積層よりも有意に低くなっ
























最大曲げ応力とも，2 ㎜厚の 40 ㎜-8，40 ㎜-9 で
は有意な差はみられなかった．また，メーカーが製
造した 10 枚積層材の Normal とも，そん色のない結
果となっている．一方で，70 ㎜-8 では有意に低値
表１ 曲げ弾性率，最大曲げ応力結果 
試験項目 単位 40mm-7 40mm-8 40mm-9 30 ㎜-8 Normal
曲げ弾性率 GPa 28.7±4.1 47.2±0.8 46.1±1.1 41.7±1.4 50.2 
最大曲げ応力 MPa 156±59 463±40 434±50 336±18 402 
Mean±SD 
※Normal は文献（1）を引用 














































a) 試験片の剥離              b）試験片の破断状況 

































































図 7 ベルトによる変形の矯正 
ベルトによる変形
の矯正のため，曲
げ応力が加わる．
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